
学校番号 Ｔ０２０６ 

 

平成 31年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ２単位 ２年次 

VISTA English 

Communication Ⅰ  

（三省堂） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１年生で学習した内容を復習しつつ、基礎的な英語を確実に身につけることを目標にします。語彙や文法などが難

しくなってきますが、間違いを恐れずにどんどんトライしてください。 

・「話すこと」、「聞くこと」の力を身に付けるためには、とにかく話すことが重要です。ペアワークやグループワーク

では積極的に声をだして活動に参加しましょう。 

・自分や他の人の考え、意見について、英語で「書く」、「読む」活動を行います。日頃から相手の伝えたいことをよく聞

いて、自分の考えや意見が述べられるように、身の回りの物事に関心をもち、考える練習をしましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・決まった表現や

形式を用いて、日

時や場所につい

て質問したり、質

問に答えたりす

ることができる。 

 

・簡単な英語で自

分の考えをゆっ

くりと述べるこ

とができる。 

 

・授業内で

の

classroo

m 

English 

・生徒同士

のペア・グ

ループ活

動 

・基本的な語句や表

現、文法事項などの

知識を活用して、簡

単な英文を書くこと

ができる。 

 

・自分についての基

本的な情報を書くこ

とができる。 

・ライティ

ング活動 

・ノート点

検 

・定期考査 

・ゆっくりと発話

される基本的な語

句や表現からなる

英文３文程度の内

容を正確に聞きと

ることができる。 

 

・ゆっくりと発話

されれば、自分自

身や家族、学校な

ど身の回りのこと

について聞きとる

ことができる。 

・リスニン

グ活動 

・インタビ

ュ ー テ ス

ト 

・リスニン

グテスト 

・基本的な語句

や表現から構

成される、１～

３文程度の英

文の内容を的

確に読み取る

ことができる。 

 

・日常的なこと

について書か

れた英文を読

み、理解するこ

とができる。 

・プリント

課題 

・定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

基本的な英語やその運用につ

いての知識を身につけている

とともに、その背景にある文

化などを理解しているかどう

かを的確に評価できる方法で

実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

・Review 

 前年度の

学習内容 

 

(8時間) 

 

・be 動詞 

・一般動詞 

・進行形 

・過去形 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・学習した文法を用い

た文をペア/グループ

ワークで積極的に話

すことができる。 

・簡単な会話表現を発

話できる。 

・be 動詞 

・一般動詞 

・進行形 

・過去形 

・英語の音声の特徴に

慣れようと努力し

ている。 

・積極的に発話しよう

としている。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・学習した文法の意味、

用法を理解し正しく

使えるようになる。 

・正確な発音ができる

ようになる。 

・be 動詞 

・一般動詞 

・進行形 

・過去形 

・/r/と/l/,/f/と/v/などの

音の違いを理解で

きる。 

・英文の語順を理解で

きる。 

・例文を書ける。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・発音を聴いて、正し

い英単語を答えること

ができる。 

・短い英文の内容を理

解できる。 

・be 動詞 

・一般動詞 

・進行形 

・過去形 

・英文をリズムよく読

める。 

・英文の内容をまとめ

られる。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日常で使える会話表

現を理解できる。 

・be 動詞 

・一般動詞 

・進行形 

・過去形 

・日常会話の表現を用

いて、生徒同士で会

話できる。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

Lesson 4 

The 

Olympics 

（9時間） 

 

 

・I think that 

 の英文 

 

・近代オリン
ピックの理念
と、オリンピ
ック種目の歴
史が現代にど
んな影響を及
ぼしているか
考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・オリンピックについ

ての知識を、英単語

を用いて表現でき

る。 

・他の生徒の考えを聴

き、理解できる。 

・I think that～ 

・オリンピックの理念、

種目、歴史 

・積極的に自分の知識

を表現しようとし

ている。 

・他の生徒の発表を聴

こうとしている。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・I think that～の英文

を用いて、自分の意

見を述べられる。 

・I think that～ 

・オリンピックの理念、

種目、歴史 

・ていねいに自分の意

見を英語で書ける。 

・リズムを意識して、

自分の意見を発表

できる。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・他の生徒の意見を聴

いて、その内容を理

解できる。 

・本文の内容を理解で

きる。 

・I think that～ 

・オリンピックの理念、

種目、歴史 

・ ・ 

「言語や文化についての知識・理解」 

・オリンピックにどの

ような種目があるか

理解する。 

・オリンピックを通じ

て社会がどのように

変化していったか理

解する。 

・オリンピックの理念、

種目、歴史 

 

・現在完了形について

知識を身に付けて

いる。 

・インタビュー時の表

現、自分の気持ちを

伝える表現を知っ

ている。 

 

・ワークシート 

・定期考査 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8 

Motala and 

Landmines 

(7 時間) 

 

 

 

・受け身 

・人間のおこ
なっているこ
とのどのよう
な面をモタラ
の話が象徴し
ているかを考
える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・話の要点に注意しな

がら本文を聞く。 

・知らない語や理解で

きない箇所も推測す

るなどして理解しよ

うとする。 

・内容に注意しながら本

文を聞く。 

・話の要点に注意して

聞こうとしている。 

・知らない語なども推

測するなどして理解

しようとしている。 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・受け身の意味、用法

を理解する。 

・筆者の気持ちを表現

しながら読める。 

・受け身を用いた文を書

いたり、話す。 

・筆者の気持ちを理解し、

それを表現しながら本

文を読む。 

・受け身を正しく用い

て書いたり話すこ

とができる。 

・筆者の気持ちを理解

し、表現しながら本

文を読む。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・受け身の文を正しく

読み取ったり、聞き取

ることができる。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

 

・本文の内容を正しく

読み取ることができ

ている。 

・能動文と受け身の文

を理解し、聞き分ける

ことができるか。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・受け身を理解し使う

ことができる。 

・人間の行いのどのよ

うな面をモタラの話

が象徴しているのか

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・ストーリーについてペ

ア/グループで意見を

言い合う。 

・受け身について知識

を身に付けている。 

・本文の内容について

理解し、自分の考え

を述べている。 

 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

Lesson9 

Dick Bruna 

( 6時間) 

・関係代名詞 

・「ミッフィ
ー」で知られ
るディック・
ブルーナの社
会的役割を知
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・関係代名詞を用いた

文をペア/グループで

積極的に話す。 

 

・関係代名詞を使ってペ

ア/グループワーク。 

 

 

 

・関係代名詞を使って

ペア/グループワー

クで積極的に話し

ている。 

 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・関係代名詞の意味、

用法を理解する。 

・関係代名詞を用いた文

の構造を理解し、関係

代名詞を用いた短めの

英文を書く。 

・関係代名詞を正しく

用いて書いたり話

すことができる。 

 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・関係代名詞を用いた

文を聞いてその内容

について大切な部分

を聞き取ることがで

きる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

し、読み取ったり、聞

き取る練習。 

 

・本文の内容を正しく

読み取ることがで

きている。 

・関係代名詞の文を正

しく理解している。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞を理解し、

使うことができる。 

・ディック・ブルーナ

が果たしている社会

的役割について知

る。 

・本文中で用いられてい

る文法や用法を確認す

る。 

・ストーリーについてペ

ア/グループで話し合

う。 

・関係代名詞について

知識を身に付けて

いる。 

・本文について理解

し、自分の考えを述

べている。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson10 

Tsujii, 

the Great 

Pianist 

(7時間) 

 

 

 

 

 

・関係副詞 

・形式主語 it 

・辻井伸行さ
んのインタビ
ューを通して
偉業を達成す
るためには何
が大切かを考
える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・関係副詞や形式主語

の表現をコミュニケ

ーションで活用す

る。 

 

・関係副詞や形式主語を

使ってペア/グループ

ワーク。 

・ペアでインタビュー形

式の対話練習。 

・関係副詞や形式主語

を用いて積極的に

話すことができる。 

・積極的にインタビュ

ー形式のペア練習

を行う。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・関係副詞、形式主語

の文法に従って正確

に書く。 

・インタビューにふさ

わしい音調で音読で

きる。 

・関係副詞、形式主語を

用いた文を書いたり

読んだりする。 

・ペアになりインタビュ

ー形式で音読。 

 

・関係副詞、形式主語

を正しく用いて書

いたり話すことが

できる。 

・ペアワーク 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・辻井氏について書か

れた情報を理解し、概

要や要点を読み取る。 

・関係副詞、形式主語

の文を正確に読み取

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法の確認。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

し、読み取ったり、聞

き取る練習。 

・関係副詞、形式主語

の文を正確に読み取

ることができる。 

 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞や形式主語

など、一文の中に意

味上異なった文を加

える文法的な働きを

理解している。 

・日本人の世界的活躍

の一例を知る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・関係副詞、形式主語

について知識を身

に付けている。 

・辻井氏について書か

れた情報を理解し、

概要や要点を理解

している。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

Lesson11 

Ideas from 

Nature 

( 8時間) 

 

 

・分詞構文 

・自然界から
ヒントを得て
作られたもの
が私たちの暮
らしを便利に
していること
を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・話の要点に注意しな

がら本文を聞く。 

・知らない語や理解で

きない箇所も推測す

るなどして理解しよ

うとする。 

・内容に注意しながら本

文を聞く。 

・話の要点に注意して

聞こうとしている。 

・知らない語なども推

測するなどして理

解しようとしてい

る。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・分詞構文の意味、用

法を理解する。 

・分詞構文を使った例文

を音読したり、書いて

身に付ける。 

 

・分詞構文の意味、用

法を理解し、例文を

正確に話したり、書

くことができるか。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・分詞構文を用いた表

現を聞いたり、読ん

で理解できる。 

 

・分詞構文を使った例文

を聞いたり、読んで身

に付ける。 

 

・分詞構文の意味、用

法を理解し、大切な

部分を聞き取った

り読み取ることが

できる。 

 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自然界の形が人間生

活に役立っているこ

とを知る。 

・分詞構文の意味、用

法を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法の確認。 

・動物や植物の形状が、

私たちの暮らしに役立

っていることを考え

る。 

・分詞構文について知

識を身に付けてい

る。 

・本文を理解してい

る。 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson12 

Steve Jobs 

(10時間) 

 

 

・仮定法 

・ ス テ ィ ー
ブ・ジョブズ
の 生 涯 を 読
み、彼が人生
で貫いたこと
は何かを理解
する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・仮定法の使い方を理

解できる。 

 

・仮定法の文を使ってペ

ア/グループワーク。 

・英語による情報の発

信を積極的に行お

うとしている。 

 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

「外国語表現の能力」 

・仮定法の意味と用法

を理解する 

 

・スティーブ・ジョブズ

のスピーチの一部分を

音読する。 

 

・段落ごとにジョブズ

が何を伝えたいの

かを理解できる。 

 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・スピーチからそのメ

ッセージを感じ取

る。 

・本文に書かれた内容

を正しく理解する。 

・スティーブ・ジョブズ

のスピーチを聴く。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法の確認。 

 

・理解できない内容で

も推測して、聞こう

としている。 

・本文の内容を正しく

理解できている。 

・ワークシート 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・コンピューターに組

み込まれている書体

の種類について学

ぶ。 

・iPhone や iPod など、

身近な製品に、ジョ

ブズが関わっている

ことを理解する。 

・仮定法の意味、用法

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法の確認 

・ジョブズが後世に伝え

たかったことを考え、

自分の考えを表現する 

 

・本文を理解してい

る。 

・ジョブズ以外の著名

人ついても自分の

考えを述べようと

している。 

・仮定法の意味、用法

を理解している。 

 

・ペア/グループワー

ク 

・ワークシート 

・定期考査 


